
表 紙

１月１日 現在 前月比

男 7,110人 (－15)

女 7,323人 (－14)

計 14,433人 (－29)

世帯数 5,241戸 (－12)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… ６人
死亡…… 27人
転入…… 18人
転出…… 28人
婚姻…… ２組

市の人口と世帯
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再生紙を使用しています。

｢門松とともに迎える新年｣
毎年、市役所正面玄関に飾られ、訪れる人を清々しい
気持ちにさせてくれる門松。これはシルバー人材センタ
ーの会員が作り、市へ寄贈していただいているものです。
年の瀬も押し迫った日、旧袖原分校では、会員の方々が
自分の背丈ほどもある竹を筒の中に立て、松や南天、葉
牡丹などをあしらいながら門松づくりをしていました。
中央に花笠のマスコットを付けるのが尾花沢ならでは。
立派な門松とともに今年も良い一年を迎えられそうです。

(12月26日 旧袖原分校にて)



住宅の雪対策への助成〈問い合わせ先 定住応援課(内線213)〉

申請受付期間／令和５年３月まで
設備の種類 補助率(限度額)

融雪式住宅(熱利用） ●一般世帯…対象事業費の30％以内(限度額60万円）
●子育て世帯等・高齢者世帯…対象事業費の40％以
内(限度額80万円）
※再生可能エネルギーを主熱源とした融雪装置（屋
根・敷地)は、対象事業費の10％以内(限度額20万円）
を加算

高床式住宅(基礎高1.5ｍ超等)

耐雪式住宅(2.5ｍ以上の積雪耐荷重）

住宅敷地内消融雪装置

家庭用除雪機械 購入価格の10％以内（限度額10万円）
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地域除雪活動支援事業(地域活性化事業交付金)
〈問い合わせ先 中央公民館(内線322）〉
集落内の共助により安心して暮らせる地域づく
りを目指し、集落内の除雪困難者宅などの除雪を、
集落内の組織で行う場合、下記の費用額の一部を
助成します。
①傷害・損害保険掛金(全額）
②除雪機借り上げ料
(１台につき5,000円）
※①と②の合計額の15％を
事務費として助成。 中小企業者等雪対策設備設置事業

〈問い合わせ先 企業振興室(内線255)〉

事業所敷地内の雪対策に係る設備を設置した場
合の経費に対し、補助金を交付。
●対象者／製造業・商業・サービス業・運送業・情
報通信業・宿泊業・福祉関連事業等に該当する事
業所
※常時雇用者（雇用保険加入者）3人以上の事業所
※ただし、小売店・飲食店については、市内に本店
を有する事業所(大型小売店舗と敷地内の店舗、
コンビニエンスストアは対象外)。

●補助額／消融雪装置の設置
および除雪機械購入に係る
経費の10％以内の額（上限
20万円）

尾花沢市除雪情報提供システム〈問い合わせ先 建設課(内線282・283)〉

除雪車の稼働状況（現在位置・稼働軌跡）をパソコンやスマートフォン
でご覧いただけます。右のQRコードを読み取ると便利です。
市ホームページ→「重要なお知らせ」→「「尾花沢市除雪情報提供システム」について」

地域一斉除排雪推進事業
〈問い合わせ先 建設課(内線282・283)〉
集落等が地域住民と市との連携による一斉除排
雪作業を行う場合、それに要する経費を補助します。
●対象経費／ダンプトラック等の借上料等
●補助額／1集落あたり上限20万円
※集落単位での申請になりますので、詳しくは区
長さんを通じてお問い合わせください。

除雪サービス事業
〈問い合わせ先 福祉課(内線175)〉

次の①・②両方の条件に当てはまる下記の対象
世帯に、除雪費用の一部を助成します。
●条件／①自力での除雪が困難であり、親族等か

らの援助を受けられないこと。
②世帯員全員の市県民税が非課税または
均等割のみであること。

●対象／・65歳以上の高齢者のみの世帯
・重度心身障がい者のみの世帯
・65歳以上の高齢者と、重度心身障がい
者がいる世帯

●助成額／上限４万円（1,000円券を40枚）

市内各地区の積雪情報〈問い合わせ先 防災危機管理課(内線235）〉

市内５地区の積雪情報を、午前８時現在で毎日更新｡(ただし土・日・祝日を除く)
パソコンやスマートフォンでご覧ください。
尾花沢市ホームページ→「くらし 市の情報」→「くらしのできごとでさがす」
→「雪対策」→「積雪情報《速報》」(市内、アメダス、県内の雪情報をチェックできます。)

住宅等の除雪作業の請負可能な事業所〈問い合わせ先 防災危機管理課(内線235）〉

●請負可能な除雪作業／屋根の雪下ろし、軒下の除雪、敷地の排雪など
※各事業所で条件や実施できない作業もあります。下記一覧をご確認のうえ、依頼される事業所へ直接お
問い合わせください。
●この事業所一覧は、市報・市ホームページで紹介することに賛同された事業所を掲載しています。市が
業者をあっせんするものではありません。

No 業者名 電話番号 作業条件等

１ ㈱奥山建設工業所 22－1047 ・雪止めがない屋根の雪下ろしはできません。
・雪下ろし後の雪片付けは別途となります。

２ 大山建設㈱ 22－1248
・重機械、車両を使用しての除排雪作業のみ。
・県道除雪をしているので、大雪等の状況によっては対応できません。
※屋根雪下ろしの人力作業はできません。

３ ㈱マルニシ 23－3024 ・重機械、車両を使用しての除排雪作業のみ。
※屋根雪下ろしの人力作業はできません。

４ ことぶき建設㈱ 22－0325 ・重機等を使用した除排雪作業。

５ 三共開発㈱ 22－1711 ・空き家状態の場合､現場の状況によっては安全のためお断りする
場合があります。

６ 本間建設㈱ 22－1527
７ ツルケン㈱ 28－3553 ・受注が混み合っているときや現場の状況によって対応できない場合があります。
８ ㈲長谷川工業 25－3789 ・安全がしっかり確保されていること。

９ ㈲旭屋設備 23－3560 ・小型重機、2ｔダンプを使用しての除排雪作業のみ。
※屋根の雪下ろし作業は行っていません。

10 ㈲柴崎建設 23－2822 ・受注が混み合っているときは対応できない場合があります。
11 菅戸建設 22－1333 ・市内に限ります。 ・小型ローダー、ダンプ排雪も可。

12 フジクマ 53－1234
・雨樋･硝子等･屋根の傷等の破損に関しての責任はとれません。
・屋根の雪下ろし専門になります。
・排雪作業は行っていません。

13 ㈲泉デザイン工房 22－0501 ・高所作業車を使用した作業のみ。

14 清流と山菜の里 ほその村 28－3736
080－1817－0620 ・細野地区内のみ対応。

15 FARM OCHI(ファームオチ) 080－2827－081453－8778

・屋根の雪下ろしは雪止め必要、相談。
・軒先雪飛ばし。
・現地確認後判断します。日時はこちらの都合で行います。
・事前に現地の状況説明等の打ち合わせが必要です。
・雪の中の破損に関して責任は負えません。

16 粟生農事組合法人 28－2606 ・粟生地区内のみ対応。

雪に関するお問い合わせ一覧
雪関連の市役所への問い合わせ先に
迷ったときに、参考にしてください。
市ホームページに掲載しています。

雪害等の最新情報はLINEでも！
市公式LINEでも災害情報を発信。スマ
ホでLINEアプリを開いてからＱＲコー
ドを読み取ってください。
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※各事業等は、新型コロナウイルス感染防止対策を講じた上で行っています。
※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。

各分野で長年努力されてきた取り組みなどが評価
され、表彰を受けられた方々を紹介します。 表彰
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▲12月13日、受賞の報告に市役所を訪れた森山洋氏
(写真左から２人目)と、次男の森山馨氏(左から
３人目)。「応募のきっかけは、戦争のむなしさを
伝えておきたかったから」と語る森山洋氏。
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▲12月９日、受賞の報告に教育委員
会を訪れた伊藤一志氏(写真右)。
「今回の表彰は、自分一人の力だ
けでなく、指導者の仲間と活動し
てきたからこそ。子どもたちと一
緒に走ると元気をもらえる。これ
からも次代の子どもたちと若い世
代の指導者たちをサポートしてい
きたい」と話されました。
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■構 造／鉄骨造平屋建
■床 面 積／645.41㎡
■収容台数／除雪車10台
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ン
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成

電球型ＬＥＤに替えてみよう｡

が期待できます｡

2050尾花沢市ゼロカーボンシティへの2050尾花沢市ゼロカーボンシティへの2050尾花沢市ゼロカーボンシティへの
チャレンジチャレンジチャレンジ シリーズ⑤

(年間約 の電気代節約)

◆環境エネルギー課 生活環境エネルギー係 ☎(22)1112

宮沢小５・６年生
｢郷土Yamagata

ふるさと探究コンテスト｣
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｢省エネ家電｣で電気代を節約しよう｢省エネ家電｣で電気代を節約しよう｢省エネ家電｣で電気代を節約しよう
家庭の電気使用量は、「エアコン」「冷蔵庫」「照明」で５割以上を占めています。

家庭での節電では、これらの家電の省エネが大きなポイントになります。
家電の省エネ化は毎年進んでおり、古い家電を使い続ける方がかえって「もったい

ない」場合もあります。自宅の電化製品を見直し、省エネ家電に切り替えるなど、電
気代の節約に取り組んでみませんか。

54ワットの白熱電球から９ワットの電球型ＬＥＤ
ランプに交換した場合
１日約５～６時間で１年間使用したとすると…

身近なところから､
できることから､
はじめてみよう。

アクション❺

CO２約 の削減43.9㎏

｢毎
日
農
業
記
録
賞
｣最
優
秀
賞

森
山

洋
氏
(押
切
)

【尾花沢市除雪ステーション】

令和４年12月23日落成

11月23日、遊学館を会場に、山形県
教育委員会主催の「郷土Yamagata
ふるさと探究コンテスト」の最終審査
会が開催され、宮沢小学校５・６年複
式学級の「さわのはな」についての発
表が大賞を受賞しました。

▲７分間にまとまるよう、特に伝えたいことを厳
選し、授業だけでなく自主的にも集まって何度
も練習。自信をもってコンテストに挑み、堂々
と発表しました。

▲先輩から受け継いだこれまでの活動や、工夫を
詰め込んだ発表が大賞受賞につながり「ひたす
らにうれしかった」と喜ぶ５・６年生たち。

2,790円

▲もっと詳しい
情報はこちら
から！

出典：資源エネルギー庁 省エネポータルサイトより

家庭における家電製品の一日での電力消費割合

エアコンエアコン
(暖房)等(暖房)等

32.7％32.7％

洗濯機･乾燥機 2.2％洗濯機･乾燥機 2.2％

テレビ･ＤＶＤ 4.2％テレビ･ＤＶＤ 4.2％

冷蔵庫冷蔵庫
14.9％14.9％

給湯給湯
12.5％12.5％

炊事 7.9％炊事 7.9％

温水便座 0.6％温水便座 0.6％

パソコン･ルーター 0.9％パソコン･ルーター 0.9％

待機電力 5.5％待機電力 5.5％

照明照明
9.3％9.3％

14.2kＷh／世帯・日
（冬季）

他他
9.4％9.4％



玉野地区の親子13人が、大類準一さんを講
師に、そば打ちに挑戦。そば粉に少しずつ水
を加えて水回しをした後一つにまとめ、めん
棒で均一の厚さになるよう生地を伸ばしてい
きます。脇で保護者が見守る中、大きなそば
包丁で一定の細さに切りそろえたら完成！自
分で打ったそばの味はどうだったのかな？

12/2312/23
幻酒翁山 新酒発表会
幻の米｢さわのはな｣で
仕込んだ日本酒を堪能

雪山ぶどうワイン新酒を祝う会
尾花沢産山ぶどうで醸造した
芳醇な味わいに舌鼓12/2112/21

宮沢翁塾が企画する「幻酒翁山」の新酒発
表会が市内で開催され、43人が集いました。
柳家わさび師匠による落語会やチェロ＆ピア
ノ演奏を聴きながら、参加者はまろやかな新
酒の味わいを思う存分堪能していました。

｢尾花沢山ぶどう研究会｣が企画するワイン
が出来上がり、レストラン徳良湖で関係者が
出来栄えを確かめました。５月の低温などの
影響もありましたが、今年もすっきりした甘
さのワインに仕上がりました。
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載せきれなかった話題は｢尾花沢市公式ホームページ｣に掲載。

URLはhttps://www.city.obanazawa.yamagata.jp
トップページ → くらし 市の情報 → ニュース特急便(※写真をクリック)

※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。
※イベント等は新型コロナ感染防止対策をとった上で行っています。

二ツ森ゆう大学 そば打ち体験
いつもはお店で食べるそばを
自分で打ってみよう！12/2412/24

11/2711/27

７男２女、11人の大家族「石田家」のお母
さんとして知られる石田千惠子氏の講演会が
開催。石田さん自身の子育てと介護の体験を
通じ、周囲の人たちとの助け合いとコミュニ
ケーションの大切さを語ってくれました。

東日本大震災の復興やウクライナの子ども
たちなどの助けになりたいと、尾花沢中３年
生が部活動ごとに市内７カ所で募金活動を行
いました。集まった善意551,194円を尾花沢
郵便局から日本ユニセフ協会へ届けました。

尾花沢市商工会定期講演会
｢大家族 石田さんチの
おかあちゃん｣が講演

11/3011/30
尾花沢中３年生 ユニセフ募金
世界中の困っている人たちへ
あたたかい気持ちを届けよう！▲ＪＡみちのく村山尾花沢営農センターで行われた講演会に200

人が参加。「しんどい時は誰かに話すのが大事」と話す石田氏。

粘土採取から野焼きまで、春から行ってき
たマイ土器茶碗作り。ようやく完成した茶碗
を使ってお茶会を開きました。所々黒ずみ、
野焼きの素朴な風合いが感じられる茶碗に、
鮮やかな緑の抹茶が映えます。「ちょっと苦
いけど思ったよりおいしい！」こだわりの茶
碗でいただくお茶は格別な味だったようです。

12/９12/９
福原小６年生 マイ土器お茶会
世界で一つの茶碗で味わう
抹茶の味って、どんな味？

▲10月８日～９日開催の「尾花沢もっとまるだし未来まつり」
などで集めた募金を、尾花沢郵便局の方へ手渡す生徒たち。

11月末から12月下旬にかけて、3つの地区のふれあい作品展が開催されました。会場となった各地
区公民館には、地域の人たちによる手作り作品が勢ぞろい。訪れた人は、地区が違うと展示の様子も
異なることに興味をひかれつつ、個性あふれる作品の数々をじっくり鑑賞していました。

11/30～12/4(福原地区)・12/3～6(玉野地区）・12/23～25(尾花沢地区）11/30～12/4(福原地区)・12/3～6(玉野地区）・12/23～25(尾花沢地区）

ユニークな手作り作品がずらり展示
各地区でふれあい作品展開催

福原地区 玉野地区 尾花沢地区
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ど
ん
な
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
最
後
ま

で
あ
き
ら
め
な
い
学
級
で
す
。
最
近
は
、
あ
い

さ
つ
日
本
一
の
学
校
に
す
る
た
め
に
、
一
週
間

ご
と
に
あ
い
さ
つ
目
標
を
決
め
て
、
目
を
見
て

明
る
い
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
仲

が
良
く
、
協
力
し
合
う
学
級
で
す
。
一
年
生
を

迎
え
る
会
や
秋
季
大
運
動
会
、「
と
き
わ
の
日
」

の
学
校
行
事
に
協
力
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
か
話
し
合
い
、
よ
り
良
い
も
の
を

創
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
仲
間
と
協
力
す
る

大
切
さ
、
み
ん
な
で
一
つ
の
も
の
を
創
る
大
変

さ
、
創
り
上
げ
た
と
き
の
う
れ
し
さ
、
支
え
て

く
れ
た
人
へ
の
感
謝
の
心
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
学
級
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ

せ
た
い
で
す
。

( )常盤小学校
６年生(９人)

「この仲間とならチャレ
ンジしよう！もっとでき
る！」と思うことができ
る学級です。たくさん
チャレンジして、学校や
学級そして自分自身を
「Power Up｣させよう！

須藤 早紀 先生

｢パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
続
け
る
学
級
」

常盤小学校６年

(六沢１)
梶川 翔汰さん

しょう

※撮影のため、一時的にマスクを外しています。

たかじ かわ
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【土
曜
日
の
一
般
公
開
日
】※
予
約
優
先

■
開
館
日
／
１
月
21
日
、
28
日
、
２
月

４
日
、
25
日
（
２
月
11
日
は
祝
日
の

た
め
、
２
月
18
日
は
館
内
設
備
更
新

の
た
め
休
館
）

【ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
】

■
期
日
／
２
月
23
日
(木
・
祝
）

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

■
時
間
／

①
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
15
分

②
午
後
２
時
40
分
〜
午
後
３
時
25
分

③
午
後
３
時
50
分
〜
午
後
４
時
35
分

■
内
容
／
ゲ
ス
ト
は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
の
庄
司
紗
千
さ
ん
で
す
。

音
楽
と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
入
場
料
／
無
料

１
月
26
日
は

１
月
26
日
は

｢第
69
回
文
化
財
防
火
デ
ー
｣で
す

｢第
69
回
文
化
財
防
火
デ
ー
｣で
す

移
住
さ
れ
た
方
や
冬
の
暮
ら
し
に
不

安
の
あ
る
方
同
士
、
尾
花
沢
の
冬
の
暮

ら
し
に
つ
い
て
気
軽
に
語
り
な
が
ら
、

安
全
な
雪
か
き
や
、
雪
道
運
転
の
コ
ツ

を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
！
昼
食
も
あ

り
ま
す
！

■
日
時
／

【雪
か
き
編
】１
月
22
日
(日
)午
前
10
時

〜
正
午
(終
了
後
昼
食
・
解
散
）

【雪
道
運
転
編
】２
月
５
日
(日
)午
前
11

時
〜
正
午
（
終
了
後
昼
食
・
解
散
）

■
場
所
／

【雪
か
き
編
】サ
ル
ナ
ー
ト
研
修
室

【雪
道
運
転
編
】共
同
福
祉
施
設

■
参
加
料
／
い
ず
れ
も
無
料

■
内
容
／
雪
か
き
や
雪
道
運
転
を
す
る

と
き
の
注
意
点
や
危
険
予
知
の
方
法

を
専
門
家
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

ぜ
ひ
両
方
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
片

方
の
み
へ
の
参
加
も
可
能
で
す
）。

※
感
染
対
策
を
講
じ
て
実
施
し
ま
す
。

■
申
込
／
【雪
か
き
編
】は
１
月
20
日

(金
)、【雪
道
運
転
編
】は
２
月
３
日

(金
)ま
で
に
、
左
記
へ
電
話
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
尾
花
沢
市
移
住
推
進
協
議
会
(定
住
応

援
課
定
住
推
進
係
)☎
(22
)３
７
５
１

文
化
財
を
火
災
、
震
災
そ
の
他
の
災

害
か
ら
守
る
た
め
、
文
化
財
防
火
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。
み
ん
な
で
文
化
財
愛

護
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し

ょ
う
。

問
消
防
本
部
予
防
保
安
係

☎
(22
)１
１
３
１

■
日
時
／
２
月
７
日
(火
)

①
課
税
事
業
者
向
け

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

②
消
費
税
の
仕
組
み
か
ら
知
り
た
い
方

向
け

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
会
場
／
村
山
総
合
支
庁
北
村
山
地
域

振
興
局
１
階
102
会
議
室

(村
山
市
楯
岡
笛
田
４－

５－

１
)

■
定
員
／
各
回
40
人
(先
着
順
)

■
予
約
／
２
月
３
日
(金
)午
後
３
時
ま

で
、
電
話
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
各
回
の
説
明
会
終
了
後
、
希
望
す
る

事
業
者
の
方
対
象

事
業
者
の
方
対
象

｢消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

｢消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

関
す
る
説
明
会
｣開
催

関
す
る
説
明
会
｣開
催

■
日
時
／
２
月
11
日
(土
・
祝
)

午
後
７
時
開
演

■
場
所
／
山
形
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

■
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
に
①
「
第
306
回

山
響
鑑
賞
券
希
望
」
②
郵
便
番
号
・

住
所
③
氏
名
④
電
話
番
号
を
明
記
し
、

左
記
へ
郵
送
。

※
市
内
在
住
の
方
が
対
象
（
１
人
１
枚

ま
で
）。
当
選
者
に
つ
い
て
は
、
鑑

賞
券
の
発
送
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
申
込
締
切
／
１
月
23
日
(月
)必
着

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
(23
)３
３
３
２

尾花沢市役所 代表 ☎(22)1111

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
防
本
部
救
急
係
で
は
11
月
に
、
い

ざ
と
い
う
と
き
市
民
の
皆
様
に
ご
活
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
｢119
救
急
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
｣を
作
成
し
、
全
戸
配
布
し
ま

し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
自
粛
し
て
い
た
市

民
･企
業
向
け
の
応
急
手
当
講
習
会
の

開
催
を
再
開
す
る
な
ど
、
一
人
で
も
多

く
の
市
民
の
皆
様
の
安
全
な
暮
ら
し
に

役
立
て
ら
れ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
･

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
市
民
の
皆
様
の
生

活
に
役
立
つ
知
識
技
術
の
紹
介
や
、
救

急
に
対
す
る
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

消
防
本
部
の
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
始
め
ま
し
た
の
で
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

随
時
お
知
ら
せ
を
発
信
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
消
防
本
部
救
急
係

☎
(22
)１
１
３
１

｢ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
面
談
会

｢ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
面
談
会

in
や
ま
が
た
」
開
催

in
や
ま
が
た
」
開
催

■
日
時
／
２
月
14
日
(火
)午
後
１
時
〜

午
後
３
時
30
分
（
受
付
時
間
…
昼
12

時
15
分
〜
午
後
２
時
30
分
）

■
会
場
／
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

（
山
形
市
平
久
保
100
）

■
対
象
者
／

・
全
年
齢
の
一
般
求
職
者
（
Ｕ
・
Ｉ
タ

ー
ン
希
望
者
を
含
む
）

・
令
和
５
年
３
月
大
学
等
卒
業
予
定
者

■
参
加
企
業
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ま
が

た
・
村
山
・
寒
河
江
管
内
に
本
社
ま

た
は
就
業
場
所
が
あ
る
企
業
80
社

(予
定
)

■
参
加
申
込
／
不
要

※
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ま
が
た
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
む
ら
や
ま

☎
０
２
３
７
(55
)８
６
０
９

お
い
し
い
山
形
空
港

お
い
し
い
山
形
空
港

冬
の
応
援
ツ
ア
ー
助
成

冬
の
応
援
ツ
ア
ー
助
成

宮沢小学校前県道沿いに輝く
干支イルミネーション
宮沢小学校前県道沿いに設置された干支イ
ルミネーションが、通行する人々をあたたか
い光で迎えています。「宮沢翁塾」が地域づ
くりを目的に企画し、宮沢小学校児童が描い
た原画を元に制作しており、今年で26年目。
冬の間毎日点灯していますので、ぜひご覧
ください。

冬
の
暮
ら
し
初
心
者
の
方
へ

冬
の
暮
ら
し
初
心
者
の
方
へ

安
全
な
雪
か
き
と
雪
道
運
転
の

安
全
な
雪
か
き
と
雪
道
運
転
の

コ
ツ
を
教
え
ま
す
！

コ
ツ
を
教
え
ま
す
！

第
306
回
山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会

第
306
回
山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会

無
料
鑑
賞
券
の
申
込
者
募
集

無
料
鑑
賞
券
の
申
込
者
募
集

ま
だ
使
え
る
不
要
な
も
の
を

ま
だ
使
え
る
不
要
な
も
の
を

譲
り
ま
せ
ん
か
？

譲
り
ま
せ
ん
か
？

市
で
は
、
不
要
に
な
っ
た
生
活
用
品

等
の
再
利
用
を
目
的
と
し
て
、
リ
サ
イ

ク
ル
・
デ
ー
タ
バ
ン
ク
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
物
品
は
、
市
公

式
Ｈ
Ｐ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

物
品
の
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

生
活
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
係

☎
(22
)１
１
１
２

▲消防本部公式
インスタグラム

北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
予
約
／
１
月
23
日
(月
)か
ら
予
約
受

付
開
始
。
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は

申
込
用
電
話
か
ら
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

申
込
用
電
話

☎
０
２
３
７
(53
)０
６
９
５

(平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
)

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
７
(55
)４
２
１
１

企
業
、
業
界
団
体
、
町
内
会
等
の
研

修
旅
行
な
ど
、
４
人
以
上
が
集
ま
っ
た

ツ
ア
ー
・
団
体
旅
行
に
対
し
て
助
成
し

ま
す
。

■
対
象
期
間
／
１
月
10
日
(火
)〜
２
月

28
日
(火
)

■
助
成
額
(１
人
当
た
り
)／

【羽
田
便
・
伊
丹
便
利
用
】

往
復
３
千
円
(片
道
の
場
合
１
千
500
円
)

【名
古
屋
便
・
札
幌
便
利
用
】

往
復
５
千
円
(片
道
の
場
合
２
千
500
円
）

■
助
成
対
象
数
／
１
千
200
席

■
受
付
期
限
／
２
月
28
日
(火
)

※
受
付
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
助
成
対

象
数
に
達
し
た
場
合
は
終
了
し
ま
す
。

■
申
請
先
／
総
合
政
策
課

政
策
企
画

係
(市
役
所
２
階
)

※
ツ
ア
ー
予
定
表
な
ど
の
提
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
助
成
条
件
や
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細

は
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
山
形
空

港
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
総
合
政
策
課
政
策
企
画
係

☎
(22
)３
７
５
０

方
を
対
象
に
登
録
申
請
手
続
き
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

問
村
山
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
０
２
３
７
(53
)３
７
２
６



12月1日、民生委員・児童委員、主任児童委員が一斉
改選されました。地域福祉の向上のために厚生労働大臣
から委嘱されるもので、生活に困っている方や障害のあ
る方、子どもや高齢者の方など、いろいろな悩みをもっ
ている皆さんの相談に応じます｡(★印は新任)※敬称略

【市報・おばなざわ 2023.１.15】－1415－【市報・おばなざわ 2023.１.15】

尾花沢市役所 代表 ☎(22)1111

【尾
花
沢
地
区
】

民
生
委
員
・
児
童
委
員

中
町
、
新
町
１

鈴
木

哲
子

上
町
１
・
２

髙
橋

昭
子

若
葉
町

★
畑
中

和
恵

上
町
３

小
橋

淳
一

上
町
４

近
江
理
惠
子

上
町
５

花
邑
真
実
子

梺
町
１
・
２
・
３

大
類

良
次

横
町
１

木
内

幸
枝

横
町
２

大
類
ち
づ
子

新
町
２

加
藤

英
康

新
町
３

猪
股

芳
子

新
町
４
・
５

★
加
藤

和
子

朧
気

齋
藤

哲

荒
楯

★
熊
澤

晴
美

二
藤
袋
１
・
２

大
山
美
喜
子

五
十
沢
、
横
内

石
塚

春
代

尾
花
沢
(主
任
児
童
委
員
）間

宮

敬
子

田
中

靖
子

【福
原
地
区
】

民
生
委
員
・
児
童
委
員

和
合
、
荻
袋
開
拓

山
口
あ
さ
子

荻
袋
１
・
２
・
３

★
矢
作

弘
子

寺
内
１
・
２
・
３

★
大
場

悦
子

西
原
１
・
２

工
藤

清
正

野
黒
沢
１
・
２

本
間

正
子

芦
沢
１
・
２

星
川

惠
子

芦
沢
駅
前

髙
橋

民
子

名
木
沢
１
・
２
、
上
の
原
、
大
海
平

矢
作

恵
子

名
木
沢
３
・
西
野
々

石
川

幸
朝

毒
沢

荻
野
智
恵
美

福
原
(主
任
児
童
委
員
）加

藤

朋
子

奥
山

賀
子

【宮
沢
地
区
】

民
生
委
員
・
児
童
委
員

安
久
戸

堀
江

初
子

丹
生
１
・
２
・
３

加
藤

徳
子

正
厳
１
、
上
ノ
宿

小
関

昌
子

正
厳
２
・
３

前
田

則
子

中
島
、
行
沢

三
浦

広
美

押
切

★
大
山
奈
保
子

高
橋
、
中
刈
、
矢
越

加
藤

広
美

関
谷
、
市
野
々
、
岩
谷
沢柴

﨑

由
子

宮
沢
(主
任
児
童
委
員
）安

野

洋
子

【玉
野
地
区
】

民
生
委
員
・
児
童
委
員

北
郷
、
坂
本

菅
野

照

鶴
巻
田

折
原

節
子

母
袋

落
合
み
よ
子

下
原
田
、
東
原
、
玉
野
原鈴

木

幹
子

上
原
田

髙
橋

英
子

粟
生

西
塚

節
子

玉
野
(主
任
児
童
委
員
）尾

﨑

光
子

【常
盤
地
区
】

民
生
委
員
・
児
童
委
員

古
殿

安
孫
子

昭

九
日
町
、
袖
原

有
路
ト
シ
子

荒
町

古
瀬

禮
子

細
野

柳
橋

和
平

六
沢
１
・
２

★
本
間

豊
子

鶴
子
１
・
２
・
３
・
４

西
塚

良
悦

常
盤
(主
任
児
童
委
員
）秋

保

英
子

菅
藤

広
美

【任
期
：
令
和
４
年
12
月
１
日
〜

令
和
７
年
11
月
30
日
】

問
福
祉
課

社
会
福
祉
係
【内
線
175
】

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
を
務
め
ら
れ
、
退
任
さ
れ
た

方
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

大
場
千
惠
子
氏
(寺
内
１
･２
･３
)

東
海
林
泰
子
氏
(南
沢
）

笹
原

光
子
氏
(荒
楯
）

森
山

靜
子
氏
(押
切
）

佐
藤

優
子
氏
(宮
沢
(主
任
児
童
委
員
))

矢
作

章
氏
(新
町
４
・
５
）

志
村

達
夫
氏
(田
沢
、
牛
房
野
）

尾
﨑

則
行
氏
(荻
袋
１
･２
･３
）

柳
元

泉
氏
(下
柳
、寺
町
、銀
山
)

大
場
千
惠
子
氏
(寺
内
１
･２
･３
）

東
海
林
泰
子
氏
(南
沢
)

笹
原

光
子
氏
(荒
楯
)

森
山

靜
子
氏
(押
切
)

佐
藤

優
子
氏
(宮
沢
(主
任
児
童
委
員
))

矢
作

章
氏
(新
町
４
・
５
）

志
村

達
夫
氏
(田
沢
、
牛
房
野
）

尾
﨑

則
行
氏
(荻
袋
１
･２
･３
)

柳
元

泉
氏
(下
柳
、寺
町
、銀
山
)

髙
橋
富
美
子
氏
(玉
野
(主
任
児
童
委
員
))

井
上

茂
氏
(若
葉
町
）

猪
股
ま
り
子
氏
(新
町
東
）

梶
川

辰
雄
氏
(六
沢
１
・
２
）

民生委員・児童委員、
主任児童委員紹介

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

(在
籍
６
年
以
上
）

山
形
県
知
事
感
謝
状


